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格が 1 台当たり 20 万円 2）とすると、

















































2000 年頃から HV などの低環境負
荷車両の普及が進み、国内の CO2
排出量は減少傾向にある。今後、




CO2 排出量が 1／ 4 程度（CO2 排出




万台）8）の 50% を EV にすると、自
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の Samsung SDI Co. Ltd. および LG 
Chemical Ltd.、 中 国 の BYD Co. 




EV や HV 用の二次電池の開発を
進めている。また、米国の A123 














PRiME2008（Pacific Rim Meeting 
on Electrochemical and Solid─ State 
Science）における、リチウムイオン
電池材料に関する国別論文発表状況
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出力密度 2kW／kg、コスト 3 万円／



























DOE は、主に 1991 年に自動車業
界のビッグスリーなどが中心と
なって設立した米国先進バッテ
リ ー 協 会（USABC：United State 
Advanced Battery Consortium）に
開発費を 50% 支給する形で、A123 




















pact Power Inc. が正極材料に層状酸
化物とマンガンスピネル酸化物の































の基礎研究を目的としている 28 ～ 30）。
図表 5　（独）NEDOの計画による自動車用二次電池開発の方向性
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（Joint Opportunities for Unconven-







5    電極・電解質材料の研究開発の現状と方向性
新しいリチウム二次電池を開発す
るプロジェクトを開始している。
例えば、EU 内の 16 の電池関連研
究グループから成る ALISTORE
（Advanced Lithium Energy Stor-
age Systems Based on the Use of 
Nano─ powders and Nano─ compos-
ite Electrodes ／ Electrolytes）プ ロ
ジェクトが 2004 年から 5 年間の予
定で実施されている。
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きた。
　中国では、1986 年より 863 プロ
ジェクトという技術開発プロジェ
クトが実施されており、2001 年か
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6    電極・電解質材料の課題と方策
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ウム（Li2S）電解質材料を、電極と
電解質の境界領域には、ナノスケー
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7   全固体型リチウムイオン電池の研究開発
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